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福岡県三潴郡にある大木町の町民が分別したプラゴミからリサイクルしたプラスチックで、大木町町民や福

岡県民と大学生が何を作るか考えるワークショップを開催します。 

このワークショップは、プラゴミが分別以降どのように再生されていくのかを理解し、そのプラスチックで何を

作るかを考え、そして製造や販売までも計画することを目的としています。これにより、さらにプラスチックの分

別が進むといった行動変容がおこり、自分たちの回収行動の動機づけが更に高まり、更に地域へのロイヤリテ 

ィ向上につながることも期待しています。 

ワークショップは大木町、九州大学大橋キャンパスなどの 4 ヵ所から中継を繋ぎ、参加者の動機づけをより

高めます。 

日 時：3 月 6 日（土）13:00～16:30 @オンライン 4 元中継 

中 継 会 場：こっぽーっと図書・情報センター、 

大木町環境プラザ、九州大学大橋キャンパス、 

いその(株)九州事業所 

プログラム： 

１３：００ 〜 

・アイスブレイク：環境クイズ

・中継１ 九州大学大橋キャンパスから。

「プラスチックの加工・成形」

・中継２ 大木町環境プラザから。

「大木町の分別回収」

・中継３ いその(株)九州事業所から。

「プラスチックリサイクルの実際」

１４：００ 〜 

・実践１ 学校と家庭にあるプラスチックを考える。

それ、いる？いらない？それとも？

・実践２ 再生プラスチックで作るものを

大木町の中学生と九州大学の大学生で考える 。

・アイデア発表 中学生から。

・後援企業からのオンライン講評

１６：３０ 今後について 

主催：プラスチック・リサイクル・ループ研究会 

共催：大木町、九州大学大学院芸術工学研究院 

後援：みやま市、柳川市、大川市、筑後市、 

福岡県循環型社会推進課、環境省九州地方環境事務所、 

福岡大学、北九州市立大学都市エネルギーマネジメント研究センター、（株）YKクリーン、いその（株）、 

トータルケア・システム(株)、大日本印刷（株）、エフコープ生活協同組合、

プラスチック容器包装リサイクル推進協議会、（公財）福岡アジア都市研究所

 【お問い合わせ】 

   九州大学大学院芸術工学研究院  教授 近藤加代子、准教授 尾方義人 

  電話：092-553-4542

 Mail： ogata@design.kyushu-u.ac.jp  

大木町「未来のプラスチック」ワークショップ 

中学生と大学生、産・官・学でつくる大木町の再生プラ 

「廃プラの高性能化マテリアルリサイクル」に向けての住民の行動変容の形成 

mailto:ogata@design.kyushu-u.ac.jp


未来のプラスチック
ワークショップ@大木町

主催：プラスチック・リサイクル・ループ研究会　
共催：大木町、九州大学芸術工学研究院
後援：みやま市、柳川市、大川市、筑後市、福岡県循環型社会推進課、環境省九州地方環境事務所、福岡大学工学部
　　　北九州市立大学都市エネルギーマネジメント研究センター、（株）YKクリーン、いその（株）、トータルケア・システム (株 )、大日本印刷（株）
　　　エフコープ生活協同組合、プラスチック容器包装リサイクル推進協議会、（公財）福岡アジア都市研究所

3 月 6日（土）13:00~16:30
　@オンライン 4元中継 
　  中継会場 : こっぽーっと図書・情報センター
　　　　　     大木町環境プラザ
　　　　　　  九州大学大橋キャンパス
　　　　　　  いその (株 ) 九州事業所

１３：００　開会　趣旨説明など　
１３：１０　・アイスブレイク：環境クイズ　
　　　　　　・中継１　九州大学工作工房から。「プラスチックの加工・成形」
　　　　　　・中継２　大木町環境プラザから。「大木町の分別回収」
　　　　　　・中継３　いその (株 ) 九州事業所から。「プラスチックリサイクルの実際」
　　　　　　　　
１４：００　・実践１　学校と家庭にあるプラスチックを考える。それ、いる？いらない？それとも？ 
　　　　　　・実践２　再生プラスチックで作るものを大木町の中学生と九州大学の大学生で考える 。
　　　　　　・アイデア発表　中学生から。　
　　　　　　・オンライン講評
１６：３０　今後について　

私達の今の生活を考え、未来を設計をするための実践的ワークショップ
大木町町民が分別したプラゴミからリサイクルしたプラスチックで、大木町の
中学生と大学生が何を作るか考えるワークショップ。
分別以降プラゴミがどのように再生されていくのかを理解し、そのプラスチッ
クで何を作るかを考え、そして製造や販売までも計画することを目的としてい
る。これにより、自分たちの回収行動の動機づけが更に高まり、更に地域への
ロイヤリティ向上につながることも期待します。

実践２は中学生・大学生が行います。それ以外
の方はその様子をオンラインで見学して頂きます。

https://bit.ly/3cClJes

参加無料
申込みはこちら
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